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６４５号





６月２２日（月）１３：００～１５：００


第９回検数労連２０春闘交渉＆第３回２０夏季一時金交渉


２０春闘は連続交渉！２０夏季一時金有額回答は２５日（木）を予定。




















～第９回春闘交渉～





　６月２２日（月）第９回検数労連２０春闘交渉で組合は全日検に対し、修正回答の提示を求め交渉を行いました。





【全日検】


前回の交渉で有額回答を提示したが、組合より修正回答を求められ再度持ち帰り検討したが、コロナ騒動の終息が見えない中で、収入も激減している。また、このような状況下において、週休２日制の導入、また、定年延長等の課題も残っている。そのような中での賃金引き上げ回答であり、これ以上の修正は困難である事を理解していただき、労組には賢明な判断をお願いしたい。





【組合主張】


　これ以上の修正は困難とのことだが、各地域では不満の声が上がっている。


　有額回答提示までの間、港湾産別の動きが整わないとの理由で有額回答の提示が遅れた間、職場では２０春闘の賃金引き上げ回答に対する期待が上がっていた。


　そのような状況で提示された賃金引き上げ回答が、あまりにも組合要求や港湾相場とかけ離れたものとな























２０春闘交渉後に開催された２０検数労連夏季一時金交渉では、両協会に有額回答に向けた考え方の披歴を求めました。





【日検協会】


　経団連の発表では大企業の賞与は昨年比でマイナス６％との予測されている。この要因としては新型コロナ感染症の問題だけではないとの見方もされている。現に昨年から収益が落ちてきており、リーマンショックを超えるほどの減収となっている。日検協会においても、２０１９年度下期に対し、２０２０年度上期の収益はマイ


ナス９％の落ち込みとなっており、今春闘の回答では従来通りの回答構築は出来ないとの認識でいたが、今後の経営や従業員の頑張りに応える形で従来通りの回答方式で提示した。


２０２０年度から心機一転と行きたいところではあ













































































～第３回一時金交渉～








っており、このままでは収拾できない。よって、明日、連続交渉を申し入れるので、明日までの修正回答を再考することを求める。














ったが、４月からは新型コロナウイルスの影響を受け、輸出自動車や鉄鋼の荷動きが止まり、６月以降も出口が見えない状況となっている。


　そのような中での夏季賞与の回答構築となるが、現行通り期首計画比を基本に従来通りの回答構築をしていくが、現状では定まっていない状況にある。





【全日検】


　日検協会と同様に全日検としても大きな落ち込みは避けられない状況ではあるが、収支状況が見えない中で、考え方については従来通りを踏襲する。


職員Ａ・Ｂの回答格差については勤続年数を考慮した回答を考えている。また特別評価についても従来通りと考えている。





【組合主張】


　組合は両協会の有額回答に向けた考え方を聞いて、
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に向けた考え方を聞いて、次のとおり主張をしました。





【両協会に対して】


　コロナ禍で厳しいことは理解しているが、だからと言って一時金を抑制することは従業員の離職に繋がりかねない。組合としては、少しでも期待の持てる一時金を求める。


　働き方改革やコロナ禍の影響による時間外の減少で、月例賃金は減少している。一時金は生活給の後払いという認識であることから、要求に沿った回答を求める。


あまりにも低額な回答の場合は、行動も辞さないという事を強調しておく。





【日検協会に対して】


　日検協会においては各支部の収支状況がクローズアップされたが、収支状況による各支部の大幅な回答格差は認められない。また、格差要求でもある『業績格差』に対しては断固反対である。


　


【全日検に対して】


全日検においても『特別評価』をするのであれば、コロナ禍で働く従業員全員に配分することが妥当であることから全体配分すること。組合要求にない部分の回答には断固反対である。


　






























































次回：　２０春闘交渉　6月２３日（火）０９：００～


検数労連　第１０回　２０春闘交渉　　全日検関係の地域闘争委員会は注目せよ！


次回：　第４回　２０夏季一時金交渉　６月２５日(木)１４：３０～


有額回答指定日：各地域闘争委員会および組合員は次回交渉に注目せよ！








　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


